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本県では、「富山型デイサービス」をはじめ、子育て支援、環境保全、国際交流、まちづくり等を行うＮＰＯ

もみられるなど、多種多様な分野でボランティア・ＮＰＯの自主的な活動が広がりをみせています。また、ボラ

ンティア・ＮＰＯ活動は、新たな地域社会づくりの主体、行政との協働のパートナー、 

「新しい公共」の担い手などとして期待されています。 

ＮＰＯ、地方公共団体、企業等が協働する取組みを支援する国の「新しい公共支援事

業」を活用しＮＰＯの活動基盤整備等に対する支援を行ってまいりましたが、これらの

事業成果を引継ぎ、引き続き「交流の促進と活動の支援」、「情報の収集と提供」、「研修

と人材の育成」並びに「普及啓発」等を柱とした事業を展開することとしています。 

今年度の主な取り組みは、次のとおりです。 

 
３．助成金関係では、助成金説明会や助成財団による研修会

を開催するほか、ホームページ等でも情報の更新を逐一お

知らせしていきます。 

４．ボランティア・ＮＰＯ大会を今年度は、２日とも土曜日

に開催します。今年度の大会は、平成２６年１０月１８日

(土) 総曲輪グランドプラザ、１０月２５日(土) 県総合

福祉会館（サンシップとやま）で開催予定です。大会参加

や、表彰候補の推薦等のご検討をお願いします。 

研修会や各種助成金情報

をリアルタイムで更新し、

お知らせします。 

団体のニュース提供もお

気軽にご連絡ください。 

ボランティア・ＮＰＯ活動の

情報収集・情報発信にご活用

ください。 

研修会や各種助成金情報

を、直接パソコンや携帯へ

お届けします。 

活動報告や呼びかけなど

簡単な文書を投稿できま

す。 

富山県認証のＮＰＯ法人

の情報を検索できます。 

ＮＰＯ活動やＮＰＯと行

政及び企業との協働事業

を紹介しています。 

１．ＮＰＯに関する基礎知識を学ぶ講座、ＮＰＯ法人設立に

係る講座・相談会、ＮＰＯの組織運営力の向上を図る講

座・相談会等を実施し、ＮＰＯの活動基盤の強化や活動を

担う人材の育成を図ります。開催日時についても、夜間、

休日の開催を行い受講者の便を図ります。 

２．当センターのホームページ、メルマガ、ボランティア参

画団体ネットワークを活用して情報の交換、発信機能を強

化します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月８日（土）、全国各地のコミュニティビジネスを支援しておられる永沢 映さん（ＮＰＯ法人コミュニティビジネス

サポートセンター代表理事）を講師にお招きし、「ＮＰＯ自立のポイントを事例から学ぶ～「持ち出し」と「ただ働き」はも

うやめる～」と題して、コミュニティビジネスの基礎について講演をいただきました。 

ＮＰＯや株式会社等様々な形態で「地域の課題をビジネスの手法で解決する」手法について、千葉県我孫子市の中

間支援型ＮＰＯ法人ＡＣＯＢＡ、富士宮市の富士宮やきそば学会、横浜市の港南台タウンカフェなど多くの具体的事例を

紹介しながら、コミュニティビジネスによる地域活性化の進め方や成功と失敗のポイントなどについて学びました。 

質疑の時間には多くの団体が具体的な事業内容に 

ついてアドバイスを求めていました。 

受講者からは「具体的な事例をたくさん聞けて

良かった」、「成功事例だけでなく、失敗例につい

ても解説してもらえてよかった」、「ジャストギビン

グジャパンなどの寄付金募集の手法が学べてよ

かった」、「今後の活動の参考になった」など大変

好評でした。 

２月２２日（土）、助成金説明会～よくわかる助

成金と認定ＮＰＯ法人制度～を開催しました。 

第１部ではＮＰＯ法人シーズの関口宏聡さんか

ら、「認定を取得すると助成金・寄付金がもっと集

まる！～よくわかる認定ＮＰＯ法人制度～」と題し

て講演いただき、認定ＮＰＯ法人の取得方法やメリ

ットについてお話がありました。第２部では北陸労

働金庫の杉本浩章さんから「労働金庫の助成金、融

資制度」について説明をいただき、北陸労働金庫の

助成金の申請にあたっての注意事項や選考のポイ

ント等についても報告がありました。 

引き続き、県男女参画・ボランティア課から新た

な新幹線開業県民協働事業助成金や県・市町村のＮ

ＰＯ助成金制度について説明があり、県民ボランテ

ィア総合支援センターからは各種助成金情報につ

いて説明がありました。約６０名が参加し、熱心に

講師の説明を聞き、質問する姿が見られました。参

加者からは、講師の説明が明確でわかりやすかった

との感想が多くみられました。 

●ＮＰＯ法人会計・税務事務相談会 ● 
ＮＰＯ法人の会計・税務事務の個別相談会です。 

事前に申し込みが必要です。（相談時間は１時間程度） 

 日時：５月１５日（木）１３：３０～１６：３０ 

 場所：富山県総合福祉会館（サンシップとやま） 

    ３階 交流会議室 

 講師：北陸税理士会所属の税理士 

 相談料：無 料 

 持参品：団体の会計書類・電卓等 

 ＊今後の開催予定 

富山会場 ７月９日（水）、９月１１日（木） 

高岡会場 ７月１０日（木） 会場未定 

（変更する場合もありますので、チラシやＨＰ等でご確認ください。） 

●ＮＰＯ法人設立基礎講座 ● 
法人の立ち上げから、申請書類について少人数での 

講習会を開催します。 

 日時：５月２８日（水）１３：３０～１５：３０ 

 場所：富山県総合福祉会館（サンシップとやま） 

    ３階 交流会議室 

 定員：１０名（先着順）  受講料：無 料  

 講師：富山県男女参画・県民協働課職員 

    県民ボランティア総合支援センター職員 

■問合せ先■ 富山県民ボランティア総合支援センター 

TEL：076-432-2987  URL：http://www.toyamav.net/  E-mail：info@toyamav.net 

◆財源別の認定取得効果 

財 源 効  果 

会 費 

寄 付 

・寄付金控除で会員・寄付者へ恩返し 

・認知度ＵＰやメディアＰＲ効果で新規開拓 

・遺贈・相続財産寄付の可能性もＵＰ 

補助金 

助成金 

・会計面や運営面での信頼性向上で獲得ＵＰ 

・助成・補助終了後の自立経営もＰＲ可能に 

・獲得後も適正運営で不祥事リスクを軽減 

自主事業 
・信頼性向上による利用者拡大・満足度向上 

・人材確保促進などにも一定の効果 

委託・指定 

管理事業等 

・会計面や運営面での信頼性向上で獲得ＵＰ 

・獲得後も適正運営で不祥事リスクを軽減 

・みなし寄付金の活用で、自主事業も充実可 

借入金 ・金融機関へも一定のＰＲ効果 

●自主財源の開拓は、活動に一定の余裕をもたらし、新規事業開発や既存事業拡充 

 も可能になる。認定取得は活動全体へ相乗効果 

●NPO のリスクマネジメント～NPO 経営成功の鍵～ 
 日時：７月１１日（金）１３：３０～１６：００ 
 場所：富山県総合福祉会館 ６階 ６０１ 

http://www.toyamav.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県では、新幹線開業に対する機運の醸成を図るこ

とを目的に、地域の活性化や魅力ある地域づくりを

図る事業に対して支援します。 

 

１．事業概要 

【県と県民等との協働事業】 

県内のボランティア団体等が、新たな発想で実施

する体験型・おもてなしイベント等 

〇補 助 率：３／４ 

〇補 助 額：１件当たり、300 千円以内 

〇採択件数：20～30 件程度 

〇募集時期：１回目：平成 26 年４月中 

２回目：平成 26 年６月～８月 

〇対象団体：富山県内の地域で活動している団体

等（ボランティア団体・サークル等） 

 

【企業とＮＰＯとの協働事業】 

ＮＰＯが企業と協働して地域貢献に取り組む事業 

（1）県によるマッチング支援 

 ①ＮＰＯと企業、それぞれのニーズを把握するた

めに、「協働意向調査」を行います。 

 ②意向調査を踏まえ、コーディネーターによる調

整を行います。 

 ③平成 26 年７月 16 日（水）午後 富山県総合福

祉会館（サンシップとやま）１階福祉ホールに

おいて、マッチング会を開催します。 

 ２月６日（木）、ボランティア・ＮＰＯの方と県、支援センタ

ーとの意見交換会を高岡市で開催しました。 

支援センター及び県からボランティア・ＮＰＯ支援事業の内

容、実施状況について説明を行った後、意見交換を行いました。 

参加団体から、活動状況や現在抱えている課題を報告いただ

き、支援センターへの要望等についても意見をいただきました。

また、各参加団体がお互いに日頃の課題についてどのように組織

運営しているか質問したり、意見を聞いたりと交流を深めてもら

いました。 

 １月２１日（火）から５日間にわたり、今年度２回目のＮＰＯ

会計税務基礎講座を開催しました。講師に公認会計士・税理士の

千田篤さんをお迎えし、帳簿記入の手順から、税の申告書作成ま

での流れなど例題をもとに学びました。 

 受講された方からは「わかりやすく、大変役

に立った」「昔、簿記を勉強していたが忘れてい

たので基本を復習できて良かった」など好評で

した。今後の会計税務に役立てていただければ

と思います。 

（2）成立した協働事業への支援 

 マッチング会等でマッチングが成立した事業

で、優れた取組について支援します。 

〇補 助 率：１／４ 

〇補 助 額：１件当たり、200 千円以内 

〇採択件数：５件程度 

○募集時期：平成 26 年５月中旬～８月中旬 

 

２．申請手続き等 

（1）相談窓口 

協働事業を申請される団体は、事前に男女参

画・県民協働課（tel:076-444-9012）に連絡

し、必要事項の確認をお願いいたします。（事

前相談なしで申請された場合は、申請を受付で

きない場合があります。） 

（2）提出先 

富山県男女参画・県民協働課まで郵送又は持参 

（3）協働事業の紹介等 

採択を受けた協働事業については、10 月～12

月に県のイベント（ボランティア・ＮＰＯ大会

等）で広く紹介させていただきます。 

（4）その他 

「新幹線開業県民協働事業補助金交付要綱」及

び「募集要領」については、県のホームページ

を確認願います。 



 

 

 

ＮＰＯ法人は、事業年度終了後３ヵ月以内（事業年度が４月１日～３月３１日の場合、６月３０日まで）に

事業報告書等を、富山県男女参画・県民協働課（TEL076-444-9012）へ提出しなければなりません。 

※４月１日から「男女参画・ボランティア課」が名称変更となります。 

 

 

 

提出書類 チェックポイント 

□ ①事業報告書等提出書（１部） □ 法人名及び代表者名の記載がありますか？ 

□ ②事業報告書（２部） □ 事業費の金額の合計が、活動計算書の事業費計と一致していま 

 
  

 
すか？ 

□ ③活動計算書（２部） □ 収支計算書ではなく、活動計算書となっていますか？ 

□ ④貸借対照表（２部） □ 計算ミスはありませんか？ 

□ ⑤財産目録（２部） □ 各書類の正味財産は一致していますか？ 

 
 □ 活動計算書の前期繰越正味財産額と、前事業年度の次期繰越正 

 
 

 
味財産額が一致していますか？ 

 
 □ 貸借対照表の資産合計と負債及び正味財産合計が一致していま 

 
 

 
すか？ 

□ ⑥前事業年度の役員名簿 □ 役員の人数は定款に定めたとおりですか？ 

 
（２部） □ 役員の氏名、役職名、住所、就任期間及び報酬を受けた期間の 

   
記載がありますか？報酬を受けていない場合は「無」と記入し 

   
てください。 

   
[役員に変更があった場合、２（１）の手続きが必要です。] 

□ ⑦前事業年度の社員のうち 10人 □ 社員が 10 人以上記載されていますか？ 

 
以上の者の名簿（２部） □ 社員の氏名及び住所の記載がありますか？ 

 

 

（１）役員の変更があった場合、役員変更届出書を、富山県 男女参画・県民協働課へ提出をお願いします。 
  

提出書類 チェックポイント 

□ ①役員の変更等届出書 □ 退任・就任されるそれぞれの役員についての記載はありますか？ 

 
（１部） □ 変更年月日、変更事項、役名、氏名及び住所の記載はありますか？ 

□ ②役員名簿（２部） □ 変更後の名簿ですか？ 

□ ③就任承諾及び誓約書 □ 写し（コピー）ですか？ 

 
の謄本（１部） □ 日付はありますか？ 

  
□ 直筆の署名又は印がありますか？ 

  
□ 理事・監事の別が明らかですか？ 

□ ④住民票の写し（１部） □ 市役所等で交付されたものですか？ 

  
□ 発効日から６ヶ月経過していませんか？ 

（２）代表者の変更及び再任があった場合、法務局で代表者の変更の登記を行う必要があります。 

（３）その他、毎年度行わなければならない手続として、法人の資産の総額の変更があります。 

前事業年度に活動を行っていた場合、通常、法人の資産は変更していますので、法務局で資産の変更の

登記を行ってください。 

県への提出物の様式等については、「e とやま.net（http://e-toyama.net/webapps/index.jsp）」

より最新のものをダウンロードの上、ご利用ください。 


